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一　

元
稹
研
究
の
基
礎
資
料

中
唐
の
詩
人
元
稹
（
字
は
微
之
、
七
七
九
～
八
三
一
）
は
従
来
杜
甫
（
字
は
子
美
、
七
一
二
～
七
七
〇
）
や
白
居
易
（
字
は
楽
天
、

七
七
二
～
八
四
六
）
と
い
っ
た
唐
代
を
代
表
す
る
詩
人
に
関
す
る
研
究
の
中
で
、
彼
ら
を
相
対
化
す
る
周
辺
人
物
と
し
て
考
察
対
象
と

さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
元
稹
は
当
時
の
詩
名
を
以
て
「
元
才
子
」
と
称
さ
れ
、
ま
た
白
居
易
と
共
に
「
元
白
」
と
併
称

さ
れ
る
な
ど
、
中
唐
に
お
け
る
文
学
的
功
績
は
決
し
て
白
居
易
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
元
稹
が
杜
甫
の
詩
集
を
い
ち
は
や
く

発
見
し
、
こ
れ
を
極
め
て
高
く
評
価
し
た
「
杜
甫
の
発
見
者
」
と
し
て
の
功
績
も
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
李
白
や

李
賀
、
韓
愈
と
い
っ
た
唐
代
を
代
表
す
る
詩
人
た
ち
の
創
作
理
論
を
自
ら
の
文
学
創
作
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
特
異
な
存
在
で
あ
る
と

言
え
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
唐
代
に
お
い
て
こ
れ
程
ま
で
に
異
彩
を
放
つ
元
稹
と
い
う
詩
人
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
十
分

な
研
究
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

我
が
国
に
お
け
る
元
稹
研
究
の
基
礎
は
花
房
英
樹
、
前
川
幸
雄
著
『
元
稹
研
究
』（
彙
文
堂
書
店
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
っ
て
打
ち
立

て
ら
れ
た
。
本
書
は
花
房
氏
の
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
彙
文
堂
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
に
続
く
成
果
で
あ
る
も
の
の
、
白
居
易

の
周
辺
と
し
て
で
は
な
く
、
元
稹
自
身
に
焦
点
を
当
て
た
専
著
と
し
て
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。
両
氏
は
本
書
に
お
い
て
ま
ず
元
稹
の
出

自
を
古
く
北
魏
に
ま
で
遡
り
、
元
稹
に
至
る
ま
で
の
世
系
と
彼
自
身
の
出
自
に
対
す
る
自
負
と
に
つ
い
て
指
摘
し
、
年
譜
を
新
た
に
整

理
し
て
い
る
（
第
一
部
「
生
涯
と
制
作
」）。
ま
た
、
本
書
で
は
元
稹
の
詩
文
集
版
本
の
伝
存
状
況
を
整
理
し
、
文
集
の
再
構
成
を
試
み
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て
い
る
（
第
二
部
「
作
品
綜
合
研
究
」）。
こ
こ
で
は
前
掲
の
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
と
同
様
に
、
元
稹
の
詩
文
の
編
次
と
制
作

時
期
を
整
理
し
て
作
品
番
号
を
付
し
、
後
の
研
究
に
多
大
な
る
便
宜
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
的
研
究
に
よ
っ
て
元
稹
研
究
は

大
き
く
進
展
す
る
素
地
を
得
た
も
の
の
、
本
書
は
我
が
国
に
お
い
て
唯
一
の
元
稹
研
究
の
専
著
で
あ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
本
書
に
続

く
研
究
著
書
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
大
陸
で
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
周
相
録
「
中
国
に
お
け
る
元
稹
研
究
の
回
顧
と
展
望
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
八
号
、

二
〇
〇
七
年
）
に
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
周
氏
は
元
稹
研
究
を
「
唐
代
文
学
研
究
の
弱
点
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
別

集
の
整
理
の
遅
れ
や
元
稹
研
究
の
各
分
野
に
お
け
る
研
究
の
不
均
衡
を
問
題
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
特
に
元
稹
の
事
蹟
に
関
す
る
研

究
や
「
鴬
鴬
伝
」
研
究
は
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
一
方
で
、
元
稹
の
文
学
創
作
の
位
置
付
け
や
元
稹
の
評
価
に
関
す
る
研
究

は
著
し
く
不
足
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
分
野
を
早
急
に
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
説
く
。
そ
の
一
方
、
許
総
著
、
加
藤
国
安
訳

『
杜
甫
論
の
新
構
想
―
受
容
史
の
視
座
か
ら
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
六
年
）
第
一
章
「
唐
代
に
お
け
る
杜
詩
論
」
に
お
い
て
「
杜
甫

の
発
見
者
」
と
し
て
の
元
稹
の
位
置
付
け
が
改
め
て
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
杜
甫
研
究
の
視
点
か
ら
元
稹
の
中
国
文
学
史
上
に
お
け
る
役

割
を
問
い
直
す
動
き
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
中
国
に
お
け
る
元
稹
研
究
の
基
礎
は
陳
寅
恪
『
元
白
詩
箋
証
稿
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
、
初
版
一
九
五
〇
年
）

に
収
録
さ
れ
る
元
稹
の
作
品
に
関
す
る
一
連
の
論
文
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
陳
氏
が
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か

け
て
著
述
し
た
第
三
章
「
連
昌
宮
詞
」
第
四
章
「
艶
詩
及
悼
亡
詩
（
附
読
鴬
鴬
伝
）」
第
六
章
「
古
題
楽
府
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
主
に

作
品
の
成
立
時
期
、
社
会
背
景
や
元
稹
自
身
の
事
蹟
に
関
す
る
議
論
が
中
心
と
な
る
。
ま
た
、
元
稹
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
卞
孝
萱
『
元

稹
年
譜
』（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
〇
年
）
の
功
績
が
大
き
い
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
業
績
に
は
再
検
討
の
余
地
も
少
な
く
な
く
、

そ
の
後
数
十
年
間
に
及
び
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
周
氏
は
元
稹
の
事
蹟
に
つ
い
て
文
献
資
料
か
ら
改
め
て
考
証
を
加
え
、『
元
稹

年
譜
新
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
高
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

元
稹
の
詩
文
集
の
校
訂
本
と
し
て
は
冀
勤
『
元
稹
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
初
版
）
が
長
く
定
本
と
し
て
通
行
し
て
い
た
も
の

の
、
過
誤
遺
漏
が
多
く
、
の
ち
に
是
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
本
書
は
二
〇
一
〇
年
に
同
局
か
ら
修
訂
本
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

元
稹
の
詩
文
を
扱
う
際
の
基
礎
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
編
年
校
注
本
と
し
て
楊
軍
『
元
稹
集
編
年
箋
注
（
詩
歌
巻
）』（
三
秦
出
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版
社
、
二
〇
〇
二
年
初
版
）
は
卞
氏
の
考
証
を
も
と
に
編
年
し
、
校
勘
、
注
釈
、
集
評
を
加
え
た
も
の
で
、
元
稹
研
究
に
資
す
る
所
の

大
き
い
基
礎
資
料
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
卞
氏
の
考
証
に
基
づ
く
編
年
に
は
異
論
が
多
く
、
ま
た
校
勘
や
注
釈
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
楊
氏
は
引
き
続
き
『
元
稹
集
編
年
箋
注
（
文
章
巻
）』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
受
け
て
周
氏
は
改
め
て
作
品
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
再
検
証
を
行
い
、
改
め
て
校
勘
、
注
釈
を
加
え
て
、『
元
稹
集
校
注
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

以
上
に
掲
げ
た
基
礎
資
料
に
よ
り
、
元
稹
研
究
の
基
盤
は
十
分
に
固
ま
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
こ
れ
ら
を
土
台
と

し
た
新
た
な
元
稹
研
究
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
元
稹
研
究
の
状
況
を
以
下
の
四
項
目
に
分
類

し
て
整
理
す
る
。
す
な
わ
ち
、「（
一
）
杜
甫
の
発
見
者
と
し
て
の
位
置
付
け
」「（
二
）
元
白
唱
和
詩
を
中
心
と
し
た
作
品
論
」「（
三
）

唐
代
伝
奇
「
鴬
鴬
伝
」
に
関
す
る
論
考
」「（
四
）
平
安
朝
文
学
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
」、
以
上
の
項
目
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
元
稹

研
究
の
現
在
に
至
る
ま
で
の
研
究
状
況
を
概
括
し（
１
（、
現
状
に
お
い
て
不
足
し
て
い
る
点
や
再
検
討
を
要
す
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

二　

こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
元
稹
研
究
の
現
状

（
一
）
杜
甫
の
発
見
者
と
し
て
の
位
置
付
け

黒
川
洋
一
「
中
唐
よ
り
北
宋
末
に
至
る
杜
甫
の
発
見
に
つ
い
て
」（『
四
天
王
寺
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
七
〇
年
。
の
ち
『
杜

甫
研
究
』
所
収
、
創
文
社
、
一
九
七
七
年
）
は
、
元
稹
を
杜
甫
の
発
見
者
に
位
置
付
け
た
論
考
と
し
て
、
元
稹
研
究
に
お
い
て
も
重
要

な
論
著
と
言
え
る
。
黒
川
氏
は
元
稹
に
先
ん
じ
て
樊
晃
が
杜
詩
を
入
手
し
、
そ
の
詩
文
集
を
編
ん
だ
と
考
証
す
る
も
の
の
、
中
唐
に
お

い
て
杜
甫
詩
を
高
く
評
価
し
、
こ
れ
を
継
承
し
た
詩
人
と
し
て
元
稹
、
白
居
易
、
韓
愈
を
挙
げ
、
中
で
も
元
稹
が
杜
甫
の
発
見
者
と
し

て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
前
川
幸
雄
「
元
稹
の
杜
甫
観
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第
九
十
七
号
、

一
九
九
六
年
）
で
は
杜
甫
を
通
し
て
元
稹
の
位
置
付
け
を
見
直
し
て
い
る
と
い
う
点
で
独
自
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
元
稹
研
究

の
視
点
か
ら
杜
甫
と
関
連
付
け
た
論
考
は
見
ら
れ
な
い
。
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（
二
）
元
白
唱
和
詩
を
中
心
と
し
た
作
品
論

元
稹
の
作
品
に
関
す
る
論
考
は
艶
詩
、
悼
亡
詩
、
白
居
易
と
の
唱
和
詩
を
中
心
と
し
て
多
岐
に
渉
る
。
前
川
、
花
房
両
氏
に
よ
っ
て

基
礎
的
研
究
が
整
備
さ
れ
る
以
前
で
は
、
星
川
清
孝
「
白
楽
天
の
「
琵
琶
行
」
と
元
微
之
の
「
琵
琶
歌
」」（『
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要

（
人
文
科
学
）』
第
七
号
、
一
九
五
七
年
）、
山
本
和
義
「
元
稹
の
艶
詩
及
び
悼
亡
詩
に
つ
い
て
」（
京
都
大
学
『
中
国
文
学
報
』
第
九
冊
、

一
九
五
八
年
）
が
最
も
初
期
の
論
著
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
星
川
氏
は
元
白
の
楽
府
作
品
に
つ
い
て
音
楽
描
写
の
観
点
か
ら
考
察
し
て

い
る
。
山
本
氏
は
元
稹
の
艶
詩
、
悼
亡
詩
が
制
作
さ
れ
た
背
景
を
彼
の
家
庭
環
境
と
恋
愛
生
活
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
観
点

も
以
後
の
元
稹
研
究
の
中
核
と
な
る
研
究
素
材
で
あ
る
。
ま
た
、
高
橋
美
千
子
「
元
稹
の
夢
に
つ
い
て
の
考
察
」（
京
都
大
学
『
中
国
文

学
報
』
第
三
十
二
冊
、
一
九
八
〇
年
）
で
は
、
元
稹
の
夢
を
題
材
と
し
た
長
篇
詩
を
考
察
対
象
と
し
て
艶
詩
や
悼
亡
詩
、「
鴬
鴬
伝
」
と

の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。

近
年
で
は
、
従
来
の
説
を
も
と
に
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
。
艶
詩
に
つ
い
て
は
、
諸
田
龍
美
「
中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
と
女

性
―
元
白
の
艶
詩
を
中
心
と
し
て
」（
九
州
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
十
四
号
、
一
九
九
五
年
、
の
ち
『
白
居
易
恋

情
文
学
論
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
悼
亡
詩
に
つ
い
て
は
陳
翀
「
友
の
妻
に
代
わ
っ
て
詩
を
賦
す
白
居
易
―
元
稹
の
妻

韋
叢
の
死
と
そ
の
悼
亡
唱
和
詩
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
九
集
、
二
〇
〇
七
年
。
の
ち
『
白
居
易
の
文
学
と
白
氏
文
集
の
成
立
』

所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
で
新
た
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
諸
田
氏
は
、
中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
や
「
鴬
鴬
伝
」
の

成
立
の
背
景
と
し
て
当
時
の
士
大
夫
に
要
請
さ
れ
て
い
た
作
詩
能
力
と
女
性
の
役
割
の
増
大
と
い
う
社
会
的
背
景
か
ら
考
察
し
、
対
等

な
個
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
「
恋
情
」
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
陳
翀
氏
は
、
悼
亡
詩
と
い
う
様
式
が
元
稹
に
よ
っ

て
賦
や
祭
文
、
伝
奇
等
の
様
々
な
文
学
形
態
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
過
程
を
緻
密
に
考
証
し
て
い
る
。

元
白
の
詩
作
に
見
え
る
音
楽
描
写
に
つ
い
て
は
、
中
純
子
『
詩
人
と
音
楽
―
記
録
さ
れ
た
唐
代
の
音
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八

年
）
に
包
括
的
な
論
考
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
論
文
と
し
て
は
中
木
愛
「
元
白
の
音
楽
描
写
と
そ
の
相
関
関
係
―
中
唐
に
お
け
る
音
楽

描
写
の
盛
り
上
が
り
」（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
五
十
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
元
稹
の
左
遷
中
の
唱
和
詩

に
つ
い
て
、
好
川
聡
「
元
稹
の
異
文
化
認
識
―
白
居
易
と
の
応
酬
を
中
心
に
」（
京
都
大
学
『
中
国
文
学
報
』
第
六
十
七
冊
、
二
〇
〇

八
年
）
で
は
、
南
方
の
風
俗
や
風
土
を
歌
っ
た
長
篇
詩
を
考
察
し
、
元
稹
の
詩
人
像
を
捉
え
な
お
そ
う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
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こ
の
ほ
か
、
艶
詩
、
悼
亡
詩
、
元
白
唱
和
詩
に
関
す
る
論
著
を
以
下
に
掲
げ
る
。

入
谷
　
仙
介
「
悼
亡
詩
に
つ
い
て
」（『
入
矢
教
授
小
川
教
授
退
休
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集
』
一
九
七
四
年
、

 

の
ち
『
詩
人
の
視
線
と
聴
覚
』
所
収
、
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

前
川
　
幸
雄
「
知
的
遊
戯
の
文
学
―
元
・
白
唱
和
詩
の
種
々
相
」

 

（『
中
国
文
学
の
世
界
』
第
五
号
、
中
国
古
典
研
究
会
、
笠
間
書
院
、
一
九
八
一
年
）

坂
野
　
　
学
「
元
稹
「
夢
井
」
詩
試
論
」（『
函
館
大
学
論
究
』
第
二
十
号
、
一
九
八
八
年
）

橘
　
　
英
範
「
唱
和
か
ら
因
継
へ
―
元
白
唱
和
詩
の
変
化
」 

 
 

（『
古
田
敬
一
教
授
頌
寿
記
念
中
国
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）

姜
　
　
若
冰
「
贈
内
詩
の
流
れ
と
元
稹
」（『
中
国
学
会
報
』
第
五
十
九
冊
、
一
九
九
九
年
）

赤
井
　
益
久
「
元
稹
の
政
治
と
文
学
」（『
中
国
読
書
人
の
政
治
と
文
学
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）

秋
谷
　
幸
治
「
元
稹
「
聞
白
楽
天
左
降
江
州
司
馬
」
詩
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
詩
人
の
情
の
表
現
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
」

 
（『
人
文
科
学
』
第
十
二
号
、
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）

山
崎
　
　
藍
「
元
稹
「
夢
井
」
新
釈
―
中
国
古
代
に
お
け
る
井
戸
観
の
一
側
面
」（『
東
方
学
』
第
一
一
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）

山
崎
　
　
藍
「
死
者
を
悼
ん
で
旋
回
す
る
―
元
稹
「
夢
井
」
に
お
け
る
「
遶
井
」
の
意
味
」

 

（『
東
方
学
』
第
一
二
三
号
、
二
〇
一
二
年
）

諸
田
　
龍
美
「
元
稹
と
の
永
訣
―
白
居
易
「
微
之
を
祭
る
文
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
国
文
史
論
叢
』
第
八
号
、
二
〇
一
二
年
）

 

以
上
に
掲
げ
た
論
著
は
白
居
易
と
の
交
友
を
中
心
と
し
て
、
艶
詩
や
悼
亡
詩
と
い
っ
た
女
性
的
な
作
品
を
数
多
く
生
み
出
し
た
、
い

わ
ば
流
行
作
家
と
し
て
の
側
面
か
ら
元
稹
を
捉
え
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
は
当
時
の
社
会
政
治
の
状

況
を
背
景
と
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
群
に
対
す
る
研
究
、
す
な
わ
ち
、
諷
諭
詩
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
も
見
ら
れ
る
。

元
稹
、
白
居
易
、
李
紳
ら
の
新
題
楽
府
唱
和
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
静
永
健
「
元
稹
「
和
李
校
書
新
題
楽
府
十
二
首
」
の
創
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作
意
図
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
三
集
、
一
九
九
一
年
）、
及
び
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）

に
新
見
地
が
拓
か
れ
た
。
元
稹
の
楽
府
創
作
を
中
心
と
し
た
文
学
理
論
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
赤
井
益
久
『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』

（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
第
Ⅲ
部
第
一
章
「
中
唐
詩
壇
諷
諭
詩
の
系
譜
」（
初
出
『
国
学
院
大
学
大
学
紀
要
（
文
学
研
究
科
）』
第
十
二

号
、
一
九
九
六
年
）、
及
び
同
第
三
章
「
元
稹
の
文
学
理
念
―
元
和
五
年
を
中
心
に
」（
初
出
『
漢
文
学
会
報
』
第
三
十
六
・
三
十
七

号
、
一
九
九
〇－
一
九
九
一
）
は
元
白
の
新
題
楽
府
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
、
諷
諭
を
旨
と
す
る
彼
ら
の
楽
府
創
作
の
理
念
か
ら
考
察

し
て
い
る
。

ま
た
、
市
川
桃
子
「
元
稹
「
四
皓
廟
」 

―
中
唐
詩
の
批
判
精
神
」（
伊
藤
漱
平
編
『
中
国
の
古
典
文
学
―
作
品
選
読
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
は
、
元
稹
が
独
自
に
展
開
し
た
商
山
四
皓
批
判
が
杜
甫
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、

所
謂
「
新
楽
府
運
動
」
や
「
古
文
運
動
」
が
展
開
さ
れ
た
中
唐
詩
壇
の
潮
流
の
中
で
従
来
の
伝
統
的
な
四
皓
像
を
覆
そ
う
と
す
る
批
判

精
神
が
生
ま
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
三
）
唐
代
伝
奇
「
鴬
鴬
伝
」
に
関
す
る
論
考

元
稹
が
制
作
し
た
唐
代
伝
奇
「
鴬
鴬
伝
」
に
関
す
る
研
究
は
元
稹
研
究
の
中
で
も
特
に
関
心
が
集
ま
る
研
究
領
域
で
あ
る
。
日
本
に

お
け
る
「
鴬
鴬
伝
」
研
究
は
、
近
藤
春
雄
「
唐
の
才
子
佳
人
小
説
に
つ
い
て
―
李
娃
伝
・
鴬
鴬
伝
・
霍
小
玉
伝
」（『
愛
知
県
立
大
学

説
林
』
第
十
六
号
、
一
九
六
八
年
）、
柳
瀬
喜
代
志
「「
復
古
」
の
詩
と
長
恨
歌
伝
・
鴬
鴬
伝
に
見
え
る
楊
貴
妃
の
像
」（『
早
稲
田
大
学

教
育
学
部
学
術
研
究
（
国
語
・
国
文
学
編
）』
第
二
十
三
号
、
一
九
七
四
年
）
な
ど
の
論
文
を
始
め
と
し
て
徐
々
に
研
究
成
果
が
蓄
積
さ

れ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
と
り
わ
け
一
九
九
〇
年
代
に
盛
ん
に
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
内
山
知
也
「
鴬
鴬
伝
の
構
造
と
主
題
に
つ
い
て
」

（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
二
集
、
一
九
九
〇
年
）
が
嚆
矢
と
な
り
、
富
永
一
登
「
唐
代
に
お
け
る
愛
情
小
説
の
限
界
―
「
鴬
鴬

伝
」
に
つ
い
て
の
私
見
」（『
中
国
文
化
論
叢
』
第
三
号
、
一
九
九
四
年
。
の
ち
『
中
国
古
小
説
の
展
開
』
所
収
、
研
文
出
版
、
二
〇
一

三
年
）、
小
南
一
郎
「
元
白
文
学
集
団
の
小
説
創
作
―
鴬
鴬
伝
を
中
心
に
し
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
七
集
、
一
九
九
五

年
。
の
ち
『
唐
代
伝
奇
小
説
論
―
悲
し
み
と
憧
れ
と
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、
諸
田
龍
美
「「
欧
陽
詹
」
事
件
か
ら
見
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た
「
鴬
鴬
伝
」
の
新
解
釈
―
中
唐
の
「
尤
物
論
」
を
巡
っ
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
九
集
、
一
九
九
七
年
）
と
新
見
解
が

矢
継
早
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
盛
ん
に
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
に
な
る
と
議
論
は
や
や
下
火
に
な
る
も
の
の
、
下
定
雅
弘
「「
鴬
鴬
伝
」
を
ど
う
読
む
か
？
―
「
情
の
賦
」
と
の

関
連
を
中
心
に
」（『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
十
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
今
な
お
関
心
の
高
い
研
究
分
野
で

あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
鴬
鴬
伝
」
に
関
す
る
論
著
を
以
下
に
掲
げ
る
。

芝
田
　
和
臣
「
鴬
鴬
伝
―
唐
代
小
説
の
一
断
面
」（『
中
国
の
歴
史
と
文
化
』
第
一
号
、
一
九
五
九
年
）

内
田
泉
之
助
「「
待
月
西
廂
下
」
の
詩
に
つ
い
て
―
そ
の
源
流
と
展
開
」 （『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』
第
四
十
一
号
、
一
九
六
六
年
）

斎
藤
喜
代
子
「「
憐
取
眼
前
人
」
考
」（『
城
南
漢
学
』
第
十
号
、
一
九
六
八
年
）

西
岡
　
晴
彦
「
鴬
鴬
伝
―
中
国
恋
愛
小
説
の
原
型
」

 

（
伊
藤
漱
平
『
中
国
の
古
典
文
学
―
作
品
選
読
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）

松
崎
　
治
之
「
唐
代
伝
奇
に
見
ら
れ
る
愛
の
世
界
― 「
鴬
鴬
伝
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

 

（『
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
九
号
、
一
九
八
四
年
）

西
岡
　
晴
彦
「
唐
代
伝
奇
小
説
― ︽
鴬
鴬
伝
︾
の
多
様
な
解
釈
―
︽
離
別
の
歌
︾
の
読
み
方
を
中
心
に
」

 
（『
鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）

張
　
　
　
兢
「
唐
代
小
説
と
恋
の
成
就
― 「
鴬
鴬
伝
」
の
恋
を
め
ぐ
っ
て
」

 

（『
竹
田
晃
先
生
退
官
記
念
東
ア
ジ
ア
文
化
論
叢
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）

尾
崎
　
保
子
「「
秋
香
亭
記
」
と
「
鴬
鴬
伝
」
小
考
―
男
性
像
と
女
性
像
の
比
較
か
ら
」 （『
学
苑
』
六
百
九
十
号
、
一
九
九
七
年
）

小
松
　
武
男
「『
候
鯖
録
』
所
収
「
鴬
鴬
伝
」
本
文
に
つ
い
て
」（『
文
芸
言
語
研
究
（
文
芸
篇
）』
第
三
十
四
号
、
一
九
九
八
年
）

若
林
　
健
志
「「
鴬
鴬
伝
」
の
言
語
に
つ
い
て
」（『
東
洋
大
学
紀
要
（
教
養
課
程
篇
）』
第
三
十
七
号
、
一
九
九
八
年
）

小
松
　
武
男
「『
類
説
』
所
収
「
鴬
鴬
伝
」
本
文
に
つ
い
て
」（『
文
芸
言
語
研
究
（
文
芸
篇
）』
第
三
十
六
号
、
一
九
九
九
年
）

黒
田
真
美
子
『
唐
代
古
典
小
説
選
５
　
枕
中
記
・
李
娃
伝
・
鴬
鴬
伝
他
（
唐
代
Ⅱ
）』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
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（
四
）
平
安
朝
文
学
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究

元
白
唱
和
詩
は
我
が
国
に
将
来
さ
れ
、
彼
ら
の
交
友
関
係
や
唱
和
さ
れ
た
詩
文
は
平
安
朝
の
知
識
人
の
文
脈
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て

行
く
こ
と
に
な
る
。
唐
詩
の
名
句
集
『
千
載
佳
句
』
や
句
題
和
歌
集
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
彼
ら
の
詩
が
採
録
さ
れ
、
そ
の
半
数
以
上
の

割
合
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
平
安
朝
文
学
に
お
け
る
元
白
唱
和
詩
の
受
容
に
関
す
る
研
究
は
か
な
り
早
く
か
ら
展
開
が
見
ら
れ
る
。

金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
―
句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇
』（
芸
林
社
、
一
九
五
五
年
初
版
、
一
九
七
七
年
復

版
）
は
『
千
載
佳
句
』
を
も
と
に
全
唐
詩
中
の
元
稹
詩
の
遺
漏
を
整
理
す
る
な
ど
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
資
料
価
値
が
高
い
。

ま
た
、
近
年
は
「
鴬
鴬
伝
」
と
平
安
朝
物
語
文
学
と
の
関
連
を
考
察
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
諸
田
龍
美
「︿
も
の
の
あ
は

れ
﹀
の
淵
源
― 「
若
紫
」
の
密
通
と
「
鴬
鴬
伝
」」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
四
十
号
、
二
〇
〇
八
年
）、
新
間
一
美
「
源
氏
物
語
花
宴

巻
と
「
鴬
鴬
伝
」 

―
朧
月
の
系
譜
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
、『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
し
た
物
語
文

学
と
の
比
較
研
究
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
平
安
朝
文
学
と
元
稹
の
文
学
に

関
す
る
論
著
を
以
下
に
掲
げ
る
。

久
保
田
孝
夫
「『
松
浦
宮
物
語
』
と
「
鴬
鴬
伝
」」（『
同
志
社
国
文
学
』
四
十
二
号
、
一
九
九
五
年
）

郭
　
　
潔
梅
「「
元
白
詩
筆
」
と
『
源
氏
物
語
』
―
桐
壺
巻
に
み
え
る
帝
の
思
念
を
め
ぐ
っ
て
」

 

（『
中
国
文
化
研
究
』
第
十
九
号
、
二
〇
〇
二
年
）

丁
　
　
　
莉
「『
伊
勢
物
語
』「
狩
の
使
」
の
達
成
― 『
鶯
鶯
伝
』
を
土
台
に
し
て
」 

 
 

（『
人
間
文
化
論
叢
』
第
七
号
、
二
〇
〇
四
年
）

神
田
龍
之
介
「『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
九
段
試
論
―
唐
代
伝
奇
「
鶯
々
伝
」
と
の
比
較
を
中
心
に
」

 

（『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
十
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）

森
田
　
直
美
「
桐
壺
更
衣
と
い
う
呼
称
―
元
白
唱
和
に
お
け
る
「
紫
桐
花
」
の
受
容
を
中
心
に
」

 

（『
国
文
目
白
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）

新
間
　
一
美
「
源
氏
物
語
の
春
秋
争
い
と
元
白
・
劉
白
詩
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
十
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）
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内
藤
　
英
子
「
柏
木
哀
悼
に
お
け
る
「
柳
の
め
」 

―
元
白
詩
語
の
利
用
と
夕
霧
物
語
の
始
発
」

 

（『
中
古
文
学
』
第
八
十
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）

三　

元
稹
研
究
の
現
状
と
今
後
の
問
題
点

以
上
に
概
観
し
て
き
た
日
中
の
元
稹
研
究
の
現
状
を
総
括
す
る
と
、
日
中
両
国
と
も
「
鴬
鴬
伝
」
に
関
す
る
研
究
成
果
は
豊
富
に
得

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、「
鴬
鴬
伝
」
研
究
が
独
立
し
た
研
究
分
野
と
し
て
先
行
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
稹
の
事
蹟
、
と
く
に

女
性
と
の
恋
愛
生
活
に
関
す
る
研
究
と
結
び
つ
い
て
元
稹
の
風
流
な
「
才
子
」
と
し
て
の
人
物
像
を
捉
え
る
に
と
ど
ま
り
、
元
稹
自
身

の
生
涯
に
亘
る
文
学
創
作
活
動
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

中
国
に
お
い
て
は
陳
寅
恪
の
論
説
が
基
幹
と
な
っ
て
、
元
稹
の
政
治
的
立
場
や
主
張
、
当
時
の
社
会
状
況
と
結
び
付
い
た
考
証
が
主

導
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
稹
の
事
蹟
か
ら
政
治
家
と
し
て
の
元
稹
を
捉
え
よ
う
と
す
る
議
論
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
言

え
る
。
し
か
し
、
元
稹
の
文
学
創
作
の
理
念
や
理
論
、
そ
し
て
、
文
学
作
品
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
察
は
十
分
な
効
果
を
挙
げ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。

日
本
に
お
い
て
は
白
居
易
と
の
交
友
や
唱
和
詩
を
中
心
と
し
た
艶
詩
や
悼
亡
詩
の
研
究
成
果
が
盛
ん
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
流
行
作

家
と
し
て
の
「
元
白
」
両
名
の
位
置
付
け
と
そ
の
影
響
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
楽
府
を
中
心
と
し
た
元

稹
の
文
学
創
作
理
論
に
関
す
る
論
考
は
少
な
い
。
ま
た
、
元
稹
の
「
杜
甫
の
発
見
者
」
と
し
て
位
置
付
け
を
再
確
認
し
よ
う
と
す
る
動

き
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
を
元
稹
の
文
学
理
念
と
関
連
付
け
る
議
論
は
不
足
し
て
い
る
。

「
杜
甫
の
発
見
者
」
と
し
て
の
側
面
は
、
元
稹
の
文
学
創
作
の
理
論
形
成
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
杜
詩
と

の
邂
逅
は
、
い
わ
ば
元
稹
の
文
学
創
作
の
原
点
と
言
え
る
。
ま
た
、
元
稹
は
杜
甫
を
崇
拝
し
、
そ
の
詩
文
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
こ

れ
を
継
承
し
超
克
し
よ
う
と
す
る
自
負
を
備
え
て
お
り
、
中
国
文
学
史
上
に
お
け
る
杜
詩
の
展
開
と
い
う
点
に
お
い
て
再
検
討
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
杜
詩
、
と
り
わ
け
五
言
長
篇
詩
が
元
稹
に
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
一
百
韻
詩
を
は
じ
め
と
し
た
元
白
唱
和
詩
や
「
鴬
鴬

伝
」
中
の
「
会
真
詩
」
と
い
っ
た
長
篇
詩
と
有
機
的
に
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
う
し
た
長
篇
詩
や
「
鴬
鴬
伝
」
の
物
語
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性
は
、
の
ち
の
元
稹
の
楽
府
創
作
へ
と
展
開
し
て
い
く
基
盤
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
虚
構
の
物
語
の
中
に
現
実
へ
の
訓
戒

を
求
め
る
と
い
う
元
稹
の
楽
府
の
特
色
は
、「
哀
江
頭
」
や
「
兵
車
行
」
と
い
っ
た
杜
甫
の
社
会
批
判
詩
に
根
差
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
物
語
性
と
社
会
批
判
と
い
う
二
つ
の
要
素
は
、
杜
甫
か
ら
元
稹
へ
の
継
承
関
係
の
み
な
ら
ず
、
宋
元
時
代
以
降
の
社
会
批
判
文
学

へ
と
展
開
し
、『
水
滸
伝
』
な
ど
の
戯
曲
小
説
を
生
み
出
す
基
盤
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

元
稹
の
中
国
文
学
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
の
大
き
さ
に
反
し
て
、
大
陸
と
同
じ
く
日
本
に
お
け
る
元
稹
研
究
も
ま
た
十
分
な
成
果

が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
基
盤
は
文
献
資
料
と
い
う
点
で
は
十
分
に
用
意
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
花
房
氏
論
著
以
来
、
元
稹
研
究
の
専
著
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
元
稹
の
詩
文
の
日
本
語
訳
注
は
未
だ
存
在
し
て
い
な
い
。

今
後
の
元
稹
研
究
の
発
展
の
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
日
本
語
の
訳
注
が
最
も
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注

（
１
）  

元
稹
研
究
に
関
す
る
論
著
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、『
東
洋
学
文
献
類
目
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東
洋
文
献
学
セ
ン
タ
ー
、

一
九
五
五
年
～
一
九
八
九
年
）、
石
川
梅
次
郎
『
中
国
文
学
古
典
研
究
文
献
要
覧
　
一
九
四
五
～
一
九
七
七
（
戦
後
篇
）』（
日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
、
一
九
七
九
年
）、
川
合
康
三
『
中
国
文
学
古
典
研
究
文
献
要
覧
　
一
九
七
八
～
二
〇
〇
七
（
古
典
文
学
）』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー

ツ
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
し
た
。


